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福島の現状
まだ、避難生活を送っており、帰っ
てこれていない人がいる

避難指示の解除が行われてきている
が、帰還困難区域の場所がまだある

被災者・被災地



福島の現状

汚染土壌を減らしたり、再生利用土壌と
して使用したりする取り組みが行われて
いる

東京電力福島第一原子力発電所の廃炉作
業や、ALPS処理水に関する対策やモニタ
リングが行われている

取り組み



測定目的

水の流れによる放射能濃
度の影響を調べる。

また、土壌と植物 (ハイ
ゴケ) の関係を調べる。

地獄沢のマップと各測定場所

コケ
05

土壌 5 cm

06

水はけ悪い

沢

川



測定結果①

両地点とも放射能濃度は表
層で高く、深さとともに急
激に低下した。特に 06 地
点では 05 地点より表層へ
の集中が顕著であった。

06 地点の放射能濃度

05 地点の放射能濃度



測定結果②

表層 0.00～0.50 cm の
放射能濃度は測定地点
によって大きく異なり、
土壌 5 cm 地点では 05 
地点の約 6.3 倍、06 地
点の約 2.8 倍を示した。

地形や土砂の移動・堆
積など採取地点の環境
条件が影響したことが
考えられた。

各土壌の表面 5 cm の比較



測定結果③

土壌の放射能濃度はコケ
の約 8 倍であり、放射性
物質がコケよりも表面土
壌に多く蓄積しているこ
とが考えられた。

コケと土壌 5 cm の比較

コケ 土壌 5 cm



考察・まとめ

・放射能濃度は土壌表層で高く、深さ
とともに急激に低下した。

・表層土壌でも測定地点によって濃度
に大きな差が見られ、コケよりも土壌
で高い値を示した。コケは体表面から
物質を取り込み、放射性物質を保持し
やすいが、今回は土壌への吸着・集積
の影響が大きかったと考えられた。

・水の流れによって放射性物質を含む
土壌粒子が移動し、特定の場所に堆積
した可能性が考えられた。



おまけの測定：コケ（チューター実施）



目的と試料の処理方法

目的
コケ植物における放射性セシウムの蓄積挙動の解明

洗浄による放射能濃度の違いを検証

部位（仮根・非仮根）による放射能濃度の違いを検証

試料および処理手順（チューター2名で実施）
対象試料：ハイゴケ（2608OB03）
分離・測定：手作業で土を払い、仮根部と非仮根部に分離して測定

洗浄・測定：測定済み試料を取り出して超音波洗浄し、再測定



コケ部位別および
洗浄前後の放射能濃度

部位による違い（未洗浄）
仮根部：8,915.8 Bq/kg

非仮根部：1,859.1 Bq/kg

→仮根部が非仮根部の約4.8倍

超音波洗浄による変化
非仮根部：1,859.1 ➔ 356.8 Bq/kg
（約80.8%減 / 表面汚染が除去）

仮根部：8,915.8 ➔ 9,784.7 Bq/kg
（高濃度を維持 / 洗浄しても落ちない）



考察

部位ごとの蓄積傾向
セシウムは非仮根部ではなく、土台となる仮根部に集中蓄積

洗浄挙動から見えた蓄積形態
非仮根部：洗浄により濃度低下

表面に物理的付着した微細な土埃・塵によるものであった

仮根部：洗浄しても濃度維持

高濃度の土壌粒子が強固に固着している可能性

またはコケの組織内部に取り込まれている可能性



限界・展望

本調査の限界
試料重量が約3g前後と非常に軽く、統計不確かさ
（誤差±660〜850 Bq/kg）が大きい

今後の展望
① 試料量の確保：まとまった量のコケを採取し、十分な質量で
再測定して精度向上を図る

② 分離・洗浄手法の検討：超音波洗浄に加え、乾燥・風によっ
て分離させるなど、仮根部に絡みついた土壌粒子を的確に分離で
きるようにする



地元の声（１）
松永さん 根本さん

・代々受け継いできた
大切な土地を中間貯蔵
施設として国に提供す
ることは心苦しい

・ほかの地域の人で事
故のことを仕方がない
かのように考える人々
への不満

https://www.town.okuma.fukusima.jp/sosiki/somu/20479.html   https://kankyousaisei.env.go.jp/next /blog/2011129_01/

https://www.town.okuma.fukusima.jp/sosiki/somu/20479.html


地元の声(１)
松永さん根本さん

・被災者のことをよく理解せずに大きな物事を決定
していく行政への不満

・事故はまだ終わっていない

・元の大熊町に戻ってほしい

・現状を受け入れるしかないという諦めがあった

→過去の大熊町を大切に



地元の声（２）

横山さん 中島さん

・若い人に盛り上げてほしい

・年配の方が戻りにくい環境である

・残すことよりこれからのことを考えてほしい

・大熊の現状を受け入れた上で、若い人が作る
新しい大熊町に期待

→これからの大熊町を大切に

https://www.komei.or.jp/komeinews/p26558/



地元の声（まとめ）

それぞれ異なるもののどちらの意見も現状の大熊町を受
け入れるという諦めに近い要素を持つ点で共通している
のではないか

また、どちらが正しいと結論づけることは難しいのでは
ないか

行政は様々な意見を取り入れながら決定を下してほしい



福島の現状と
地元の声の
比較

 復興に向けた取り組みは進む一方で、地元で「事故はまだ
終わっていない」という意識も残っている

 同じ大熊町の住民でも、「震災前の町を残したい」という
思いと、「現状を受け入れて新しい町をつくりたい」とい
う思いがあり、復興の捉え方は一様ではない

 行政や社会が示す「復興の進展」と、住民一人ひとりが感
じる「復興」は必ずしも一致しない

→復興を考えるうえでは、客観的な「事実」と、住民の思
いや背景といった「事情」の両方を考慮する必要がある



班員の意見
福島の復興に関して

復興という言葉を使うのが難しい

震災前の福島を完全に戻したい気持ちと新
たな事業によって福島を進展させたいとい
う気持ちの衝突

 放射線に関する科学的な「事実」のみなら
ず、大熊町の人々の気持ちなどの「事情」
を考慮する必要がある

 １５年の月日は長い

 復興とは何か



班員の意見
第一原発に関して

 今年は「謝罪」がなかった

 東電の人の言葉遣いが不自然だった

 視察がどんどんマニュアル化されている気がする

 2045年までに燃料デブリの処理は本当に完了する
のか

 視察の優先順位が高いことに違和感

 東電の人の質疑応答に違和感があった

 処理水のパイプが細くて驚いた



班員の意見
中間貯蔵施設に関して

 原発を実際に見るよりも、震災
の様子がありありと伝わってき
た

 中間貯蔵施設に自分の土地があ
る人の気持ち

 今回はお願いしたからこそ老人
ホームの近くで降車させても
らったが、本来だったら展望台
だけで、見たいものと見せたい
ものの乖離があった



班員の意見
放射線に関して

 正しい知識を身に着けることの大
切さを感じた

 安全と安心がいかに違うのかが分
かった

原発の事故は、確かに責任は東電
にあるが、仕方のない点もいくつ
かあったのではないかという意見
もあった



班員の意見
計測に関して

 条件をそろえて実験することの難しさの感じた

 考察が難しかった

 偶然の思い付きが大きな結果をもたらして、面
白かった

 誤差をきちんと考慮しなければならないことに
改めて気づかされた



まとめ

 住んでいた場所や立場によって、同じ大熊町の方
でも「復興」・「継承」に対して、様々な意見を
持っていることが分かった

 中間貯蔵施設を設置したり、原発の処理水につい
て考えたり、多額の費用を抑えるために熊町小学
校の今後について考えることは非常に重要である
が、大熊町の人々の気持ちを大事にして復興を進
めることが大事であると感じた

＝事実と事情のバランスをとるのが難しい

 帰還困難区域内の除染されていない場所では、
8000 Bq/kg以上の土壌が多く見られた。このこと
から、地元住民の帰還の見通しは不透明であり、
復興への道のりの長さを感じた

 何をもって復興とするか難しいと思った
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